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經

濟

學

班

• 

„ 

. 

' 

大
■.燈

間

蔵

职

；

:

;

參'.:

圆
'

. 

'
高
梳
敎
授
の

.「

經
濟
學
史
硏
究」

は
本
誌
原
稿
バ
切 

,期
日
ど
棚
接
し
て
遂
に.公
に
甘
ら
れ
れ
4

, 0

こ
の
學
界 

:

:#
に
®

る
大
著
述
の
全
®
を
先
づ
沈
思
精
讀
す
る乙
<

•
念

1
し
'て
忽
卒
靡
^

の
»
を

»

る
は
：固

ょ

‘？
評
者
の
意 

:^
反
す
§

こ

:>
:
甚
し
会
％

の
な
，̂
ビ
雖
舍
、
姑
ら
く
細 

德

評

を

他S

に
.

■
し
、：

旣
VI
讀
み
得
穴
石
：數
章
R
基 

つ
.き
て
，本
.

の
.外

形

の一

斑
を
妓
に
記
さ
ん
t
す
る
は 

i

te
は
不
取
敢
本
to
の
刊
行
を
我
譲
#

界
に
報
じ
、
，
一
 

に
.
.は
同
舉
同
人
と
共
に
、こ
れ
に
對
し.て
'慶
贺
の
意
を
表 

光
ん
ビ
す
る
に
外
な
ら
ざ
る
な
り
。

:

.;
,

本
書
は
主
と
し
て
著
者
が「

大

正

三

年

十1
-

刀
よ
b

、

、
'，
...へ：
：
'

.
绡
十 1 
號

-
0

同

九

年

に

苴

り

て

一

一

一

田

學

會

雜

誌

々

上

|:
揭
«
せ
る
： 

• 

•研
究
を
纂
聯
せ
る
も
电
の
な
り

」

.驚
を
分
つ
^」

ビ
十
五 

‘

「

マ一

カ
ン
チ
リ
ズ
ム
：槪
論」

k
始
ま
-
て̂「

フ
ィ
ジ
オ 

ク
.ラ
I

ト
の
.人
々
と
其
時
代」

に
終
も
恣
頁
を
重
ぬ
る 

f 

:

こ
e

1
M

一
〇
、
別
に
詳
細
な
る
內
容
目
次
八
ニ11
を

|

添
へ
、
ト
I

マ
ス
モ
V

ア
、.

口 
•ッ
ク
、

ホ
ッ
ブ
ス
、
ぺ

デ
L

ヒ
、ュ
1

ム
、
ス
ユ
リ
！
公
、
及
び
ヶ
ネ

ー

の
典
據 

.

.最
も
正
し
き
俾
像
書
、
奇
觀
書
トj

マ
ス
マ
ン
«:
D
f
s
-

 

f 

course of T
r
a
d
e

 

第
一
第
.

lj 
兩
版
の
扉
、
H
#;
の
H

&— 

、

l
e
a
u
x 

E
c
o
n
l
q
u
e
s

の

驾

眞

版

合

計

十

一

，
一

葉

を

其

間 

1

に
挾
み
、
$1
に
卷
末
に
人
名
索̂
|

を
附
し
た
6
'0
而
し 

,

.

V

本
番
の
規
模
カ
如
何
に
大
じ
し
て
其
記
述
の
如
何
に 

f
精
緻
な
る
か
は
此
索
引
に
揭
記
せ
ら
る
、
人
名
凡
そ
七 

西
を
數
ふ
る
0

ー
«

に
&

て
推
知
ず
る
こ
ビ
を
得
ベ
き

' 

-5
 

r
; 

.一
 

■ 

:
 

•

.

今
著
者
が「
初
め
本
卷
中
-

加̂
ふ
：る
の
®

な
か
：
b 

し」

.
ビ

云

へ

る

フ

イ

ジ

オ

ク

.
ラ

I

ト
に
關
す
る
：部
分
を

，
除

け

ば

殘
.る
約
一
千
頁
.、
は

十

七

他

紀

を

中

*

ビ

-1
>
て

其

り

。
而
レ
て
此
三
問
題
を
論
.じ
た
る
も
の

 

>
最
も
觀
著 

前
狻
に
接
す
る
時
代
に
於
げ
る
英
阈
徽
濟
姐
想
の
硏
究
な
る
も
の
は

T
h
o
m
a
s
.

 M
u
p
s
i
r
T
h
o

日as Culpeper,

に
^

て
ら
'る
。
而
し
て
，著
考
の'見
^

-

こ̂
ろ
^
依
れ 

Sir 

G
O
S
I
a
h
o
h
i
l
d
,

 

T
h
o
m
a
s

 

M
a
n
l
e
y
,

 

Nicholas 

B
a
r

 

.ば
ヽ「

中
立
的
經
濟
紐
織
の
朋
壞
ょ
り§
7
.̂
0
。
！-
3
,
^
5
:及 

bolv 

Sir 

D
u
d
l
e
y

 

N
orth, 

Si 
ザ
 

W
i
I
H
a
m

 

Petty, J
o
h
n

 
^
A
d
a
m

 

S
m
i
t
h

に

ょ
;0
て
代
表
せ
ら
れ
た
る
自ii
i
放

| 

L
o
q
k
e

而
し
て
稍
々
遲
れ
十
八
世
紀
に
入
り
て
ょ
り 

任
の
.學
說
が
大
體
に：

於
て
勝
利
'を
得
る
に
^
る
迄
め
間
俞
世
紀
來
の
宿
銳
を
論
じ
た
る
を

D
a
v
i
d

 

H
u
m
e

ビ 

に
於
け
る
歐
洲
諸
國
の
經
濟
思
想
並
に
之̂
適
應
せ
る
す
。

(

著
者
の
最
近

0'
論

文「

ヒ

ユ

ー

ム

の

貨

幣

論

」
「

利 

徑
濟
政
策
を
以
て
マ
！

力
ン
デ
リ
ズ
ム
ヾ
し
な
す
も
0
な

'.
;
子

學

說

史

上

の

マ

ッ

シ

ー

及

び

ヒ

ユ

ー

ム

」
「

V

ユ，—

ム
：
.
の 

れ
.ば
、
本
番
从
注
穴
マ

.
Iヵ
ン
デ
リ
ズ
ム
0

w
r,
i

»

質
易
-

f
.

衡
論」

.が
本
卷
中
R
收
錄
せ
ら
る
V
の
遑
泉
か
，
 

す
名
：も
可
な
b
。
M
L
.て
，：マ.
I
:カ
ン
，チ
リ
ズ
：ム
に
關
し

| 

■り
し
は
惜
む
.ベ
し
}
本
#
ホ

「

英
國
に
於
け
る
質̂

小
.
 

て
«:
の
如
&
周
到
緻
密
な
る
硏
究
を.公
に
し
た
る
も
の
：|
衡
論
の
發
達
^
ト
ー
マ
ス
0
マ

ン」「

利

子

微

收R

g
す 

曾
て
.
t

や
。
.妹
邦
に
於
て
は
0)
-
)炉
に
な
_し
、：

評

者

寡
—

る
拟
想
の
變
遷
ビ
第
十
七-1
1
]
:紀
の
英
國
^
於
け
る
，利
子 

開
に
し
て
西
歐
學
#

に
ん
ま
だ
こ
れ
あ
る
こ
ビ
を
聞
か
；

\

論
爭」「

.ジ
ョ
ン
。
ロ

ッ

ク

の

利

子

擧

說

」「

f

フ
ア
ッ
ク 

ざ

る

警
C 

而
し
て
牝
時
代
^
^
て

主

ヒ

し

て

論

議

せス
卿

の
货
幣
：改
鑄
を
中
心S
し
て
喚
起
せ
ら
れ
た

る
« 

-
ら
.れ
.た
る
.經
濟
問
題
に
，

ill

あ
.
>
:.
•
>質
為
也
.衡
論
、':
賀

易
.：

幣

論

爭

」「
『

貨

幣

問

答'-
[
!
=
.
を
中
心
ビ
'し
て
«
れ
る
少—

。
 

.平
衡
論
ビ
密
接
^
相

.關

聯

せ
1る
利
子
高
低
是
非
論
及
び
舛
リ
ア
ム

。
ペ
チ
，ィ
0
貨
幣
論」

の
諸
篇
の
-中
に
上
述
‘
 

き
制
上
の
困
難
：に
依
て
喚
旭
さ
れft
る
.貨

幣

論

こ

れ

な
.諸
家
0
意
見
は
詳
細
^
記
：述
說
明
せ
ら
る
。
而
し
て
當

第
十
厕
卷
.

2
六
三
九〕

渐
刊
鄉
介
. 

第
十
£

1
H七



1

第

十

四

卷
六
四
〇)

新
刊
紹
介.

時
：の
猶
濟
論
ミ
其
背
景|

:
し

た

る
|
般
#

學
€

の
交
.

#
を
^
ら
ん
^
欲

す

る

も

の

は
f
ト
ー

マ

ス
o
r
ホ
ソ
ズ 

ス
0
政
治
哲
學
中
に
見
れ
た
；る
經
濟
學
說

」

：フ
ク

ョ
ン
， 

ロ
：ジ
へ
ク
の®

學
ど
其
經
濟
學
說
？
の
交
渉」

:
及
：び

ヒ

.ユ 

I

ム

に

關

ず

る

ニ

篇

；̂

就

て

之

を

®

ふ

ベ
&
な
k
y 

o
. 

ソ
固
ょ
り
.木
書
は
特
殊
の
*

見
を
主
張
す
：る
も
の
に
あ 

ら
ず
し
て
、

學
謝
患
想
の
記
：述
に
重を
措
く
も
の
.
な

れ
. 

ば
容
易
に
：所
謂
其

論
皆
の
大
■

な

る
も
の
を
紹
介
ず
‘る 

H.』

ど

能

は

ず

。玆
^
は
服
に」

本
書
め
特

提

を
一
言
す
る
. 

に
：止
め
ん
と
す
。
特
長
は
货
料
の
豐
赏
、引

證

の
M

«

、
 

記

；述

の

綿

密

殆

ど

比

類

な

き
9

、
一：
事

なb

。
'
著

港

の

一
 

廣
說
を
紹
介
せ
ん
ヒ
す

る
や
、
1 %

し
て
#

定
@
中
ょ

り

， 

:-
!
t
.
#'
R

^
l f
'な
る

#
«:
章
句
の
み
.を
6
用
す
る
安
樂
/ S
1 

れ
ど
も
.危
險
な
る
方
法
，を
収

る

こ

ビ

な
く
、
必
す
先
づ
 

>
1
#

.

の
述
作
せ
ら
れ
た
る
前
後
の
事
情
を
說
，明
し

(

殊 

に
同
輝
の
問
題
に
.關
ず
る
豐
當
な
>
6文
献
を
列
記
し) 

而
し
て
後
全
卷
の
論
旨
を
詳
述
し
て
問
題
め
嗔
說
が
を

第

十

一

號

1

三

A

の
著
者
の
全
主
張
の
上
に
於
て
如_
:何
な
る
地
位
を
占
ひ
. 

る
.か
を
^

に
せ
ん
?
カ
ひ
6 
:こ
れ
固
ょ
り
學
者
當
然
の 

用
意
な
.

C
V
S

雖
も
、

こ
れ
を
實
際̂

行
ふ
煩
努
の
*
だ 

大
な
る
こ

S
を
知
る
、も
の
は
高
橋
敎
授
の
細
心
努
力
を 

多
ビ
せ
ざ
る
こ
^
能
は
ざ
る
な
.り
0
Z

の
細
，1>
綿
^

は 

ま

た

著

者

を:{
.
て

例

へ

ば

M
o
r
e

の「

ユ

ー

ト

ビ

ャ

一

を 

.論
す
る
爲
め
k

古
代
希
臘
に
遡
6
て
共
產
生
義
的
思
想
： 

の
.由
來
を
明
に
し
、
叉
十
七
世
紀
に
於
け
る
利
子.論
^
 

へ

の{
n
t
r
o
d
u
c
t

o'n

ビ
し
て
希
臘
羅
坶
に
於
け
る
利
子 

微
收
k
關
す
る
M
想
、
中
世
以
來
»
督
敎
會
の
同
じ
問 

題
に
對
す
る
態
度
の
變
繼
を
精
述
せ
し
む
。
而
し
て
驚 

く
べ
き
は
十
六
、
七

、
/\
世
紀
0
經
濟
#
を
引
/0
す
る 

に
當
6

V
.そ
の
重
要
な
る
も
の
に
就
て 

原
版
に
據
て
引
■
せ
を
こ
ビ
是f

o
而
し

て
此
努
力 

は
徒
爾
な
ら
ず
、
敎
授
ば
煺
々
價
値
ぁ
る
新
發
見
に
依
. 

て
其
勞
を
報
ゐ
ら
れ
た
り
。
而.し
て
其
の
最
l

^r
b
き 

一
は 

T
b
o
m
a
i

 

M
m
i

 

Q

 
著 

A

 

D
i
s
c
o
u
r
s
e

 

fo,T
r
a
d
e

'

fW
!：!；-■
r，!i'

9
1
i
B
K
I
i
l
-
8
H
_
l

l
l
.
J 

.

.

.

.

< 
' 

Ur 

J

l

, 

, 

i
 

» 

,

©
發
行
年
月
ぉ
に
就
て
、
經
濟
學
古
文
書
の
權
威

M
C
-
.

 

c
a
l
o
c
h
”

の
.誤
謬
を
班
せ
る
こ
霉
是«
々
。「

此
' 
一
：事

に) 

就
ヤ
は
_

讓

な

る

著

者

も

些

か

得*

の
色
あ
る
が
如 

: k
_ 

:
:由
^

左
{.
2
:擬
交
^'
^|
用
す
4 
日
1'
^

、
” 此

著
.
.

(

a
s
-
: 

c
ous

e
:

 of T
r
a
d
e
)

は

初

め
*

P
,

^

.
の
厘
名
を
以
'て..一

千
六
西11

十

.

1..

年
備
：敦
に
.於

て

刊

行

；
せ

ら

れ

：
^

^

。

:-
: 

M
c
c
&
o
c
h

、

は
其
著 Literature .of Poitical

.

E
c
o
n
?

3
y 

,

(

，：1

¥
八
百
四
十
五
年)

：に
於
1:
-
此

書

の

初

め

て

刊
 

行
せ
ら
れ
た
る
は
ー
千
六
西
〇
九.

年

な

り

ビ

稱

す

る

，
も 

(

^
嘗

九
+

\

.

—

九

頁

，

)

然
;̂A

 

Discourse 

of T
r
a
d
e

の
魄
十
.七
頁
比
は
ニ
千
，六¥|
0

八

年

及

び
1
千
4
ハ
西
十
，

「 

1

一.年
の
m
實
を
記
じ
'、
®

R
典
.一1
十

頁

及

：び|1'|十
八
頁 

に
は
' 1

千
六
西
二
十
年
の
事
實
を
載
す
る
に
撒b
て
察 

す
る
.に
'MC

o
U
H
O
C
r

は
同
じ
.く
一 

中
六
^

ー一
 
十

j

年
.に 

V

出
胲
.せ
ら
れ
把
^
此
書
の
»

版
を
手
に
.し
、
之「

に
&

H
h
e 

s
e
c
o
o
d

 

impression 
へcorrected 

a
a
d

 

a
m
e
n
d
e
d

 
ゴ
の

文

。

f

-«
ょ
6
_

し
て
唯
だ
餘
然
ビ
此
書
の
第
一
版
を
以

.

.

.

.

. 

.

第
十g

卷： .
(
1
六
四
，一
)

新
刊
紹
介
.

て

1
千
六
西
〇
九
年
に
出
：で
た
る
：も
の
ビ
誤
り
傅
べ
た

.

.

.

.

 

-

.

办

.

へ
る
な
る
べ
し
。
而
し
て：
：

：vo
n

 

H
e
y
k
i
n
g

亦
邦
著 

Z
u
r

 

Geschichte 

der 

ilaadelsbilsztheorie 
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